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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
湯水を貯える貯湯タンクと、前記貯湯タンクに水を供給する第１の給水管と、前記貯湯タ
ンクから湯水を取り出し給湯端末へ供給する第１の出湯管と、前記給水管から分岐し給湯
端末へ水を供給する第２の給水管と、前記第１の出湯管と前記第２の給水管とを接続し混
合する給湯湯水混合装置と、前記貯湯タンクから湯水を取り出し浴槽へ供給する第２の出
湯管と、前記給水管から分岐し浴槽へ水を供給する第３の給水管と、前記第２の出湯管と
前記第３の給水管とを接続し混合する浴槽湯水混合装置と、前記浴槽へ湯の供給を行う注
湯弁と、前記浴槽へ供給する湯の流量を検出する浴槽流量検出手段と、前記給湯湯水混合
装置と前記浴槽湯水混合装置の弁開度を制御する制御部とを備え、前記制御部で、前記給
湯端末から湯が出湯しない、前記浴槽への湯張りを単独で運転しているときの過去の使用
実績から風呂湯はり流量の学習値を算出するとともに、前記給湯端末から湯を出湯中に前
記浴槽への湯張りを開始した場合で、前記浴槽への湯張り流量の学習値が、予め設定した
前記給湯端末から出湯される出湯温度に影響を及ぼす所定値以上の時に、前記給湯湯水混
合装置の開度比を水側に所定角度だけ開くように制御することを特徴とする貯湯式給湯機
。
【請求項２】
浴槽への湯張り流量の学習値は、直近の複数回の浴槽への湯張り実績の平均値であるとと
もに、浴槽への湯張り前に更新することを特徴とする請求項１に記載の貯湯式給湯機。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、貯湯式給湯機に係り、特に湯水を混合する湯水混合装置の制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の貯湯式給湯機には、貯湯タンク内にヒーターを内蔵し湯水を沸き上げる電気温水
器や、ヒートポンプ回路にて湯水を沸き上げるヒートポンプ式給湯機などがある。それら
の貯湯式給湯機に共通されることは、貯湯タンクに湯を貯えた後、貯湯タンクから給湯端
末に湯を供給し、使用する。
【０００３】
　貯湯タンクの上部には、蛇口やシャワーなどの給湯端末に高温水を供給する出湯管と、
浴槽へ高温水を供給する出湯管とをそれぞれ独立して設け、それぞれの端末の要求に応じ
て、混合弁で湯と水とを適温に混合し、湯水を供給していた。また、給湯端末へ湯を供給
する給湯湯水混合装置と、浴槽へ湯を供給する浴槽湯水混合装置への水の供給は、１本の
給水管から分岐して水を供給するのが一般的であった（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００５－１３４０２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前記従来の構成では、給湯湯水混合装置と、浴槽湯水混合装置への水の
供給は、１本の給水管から分岐して水を供給しており、なおかつ、一般的に給湯端末の出
湯流量が５～１０Ｌ／ｍｉｎであるのに対して、浴槽への湯張り流量は１５Ｌ／ｍｉｎ前
後となるため、給湯端末から湯を出湯中に、浴槽への湯張りを開始してしまうと、瞬間的
に給湯湯水混合装置への水の供給量が減少するため、給湯端末から出湯する湯の温度が上
昇して、使用者が熱く感じてしまい使用性に課題を有していた。
【０００５】
　特に、貯湯タンクと風呂が近接設置され、一方、蛇口のある台所は離れて設置される場
合には、その配管長の差により、台所側に比べ相対的に風呂側の配管抵抗が減少するため
、風呂の湯はり流量は、蛇口の出湯流量よりもさらに増大する。その結果、蛇口等から出
湯中に風呂湯はりを開始すると、蛇口の出湯温度がより上昇して、熱水になるといった不
具合が発生していた。また、給水管へ流入する水道水圧力の動圧が高い地域では、さらに
前記した現象が増大し、使い勝手の悪いものであった。
【０００６】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、給湯端末を使用中に浴槽への湯張りを開
始しても、給湯端末から出湯する湯の温度の変動が少ない安定した貯湯式給湯機を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の貯湯式給湯機は、湯水を貯える貯湯タンク
と、前記貯湯タンクに水を供給する第１の給水管と、前記貯湯タンクから湯水を取り出し
給湯端末へ供給する第１の出湯管と、前記給水管から分岐し給湯端末へ水を供給する第２
の給水管と、前記第１の出湯管と前記第２の給水管とを接続し混合する給湯湯水混合装置
と、前記貯湯タンクから湯水を取り出し浴槽へ供給する第２の出湯管と、前記給水管から
分岐し浴槽へ水を供給する第３の給水管と、前記第２の出湯管と前記第３の給水管とを接
続し混合する浴槽湯水混合装置と、前記浴槽へ湯の供給を行う注湯弁と、前記浴槽へ供給
する湯の流量を検出する浴槽流量検出手段と、前記給湯湯水混合装置と前記浴槽湯水混合
装置の弁開度を制御する制御部とを備え、前記制御部で、前記給湯端末から湯が出湯しな
い、前記浴槽への湯張りを単独で運転しているときの過去の使用実績から風呂湯はり流量
の学習値を算出するとともに、前記給湯端末から湯を出湯中に前記浴槽への湯張りを開始
した場合で、前記浴槽への湯張り流量の学習値が、予め設定した前記給湯端末から出湯さ
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れる出湯温度に影響を及ぼす所定値以上の時に、前記給湯湯水混合装置の開度比を水側に
所定角度だけ開くように制御することを特徴とするものである。
【０００８】
　これによって、風呂や台所の設置条件や水道圧の条件など家屋毎に異なる条件下であっ
ても、各家屋の条件を反映した風呂湯はりの使用実績から風呂湯はり流量を学習すること
により、シャワーあるいは蛇口等から出湯中に風呂湯はりを開始すると、学習値に応じて
給湯湯水混合装置の湯水混合制御を行うため、設置されたそれぞれの家屋において出湯温
度の変動が少ない安定した湯水をシャワーあるいは蛇口に供給することができる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の貯湯式給湯機は、給湯端末を使用中に浴槽への湯張りを開始しても、給湯端末
から出湯する湯の温度の変動が少ない安定した貯湯式給湯機を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　第１の発明の貯湯式給湯機は、湯水を貯える貯湯タンクと、前記貯湯タンクに水を供給
する第１の給水管と、前記貯湯タンクから湯水を取り出し給湯端末へ供給する第１の出湯
管と、前記給水管から分岐し給湯端末へ水を供給する第２の給水管と、前記第１の出湯管
と前記第２の給水管とを接続し混合する給湯湯水混合装置と、前記貯湯タンクから湯水を
取り出し浴槽へ供給する第２の出湯管と、前記給水管から分岐し浴槽へ水を供給する第３
の給水管と、前記第２の出湯管と前記第３の給水管とを接続し混合する浴槽湯水混合装置
と、前記浴槽へ湯の供給を行う注湯弁と、前記浴槽へ供給する湯の流量を検出する浴槽流
量検出手段と、前記給湯湯水混合装置と前記浴槽湯水混合装置の弁開度を制御する制御部
とを備え、前記制御部で、前記給湯端末から湯が出湯しない、前記浴槽への湯張りを単独
で運転しているときの過去の使用実績から風呂湯はり流量の学習値を算出するとともに、
前記給湯端末から湯を出湯中に前記浴槽への湯張りを開始した場合で、前記浴槽への湯張
り流量の学習値が、予め設定した前記給湯端末から出湯される出湯温度に影響を及ぼす所
定値以上の時に、前記給湯湯水混合装置の開度比を水側に所定角度だけ開くように制御す
ることにより、シャワーあるいは蛇口等から出湯中に風呂湯はりを開始すると、学習値に
応じて給湯湯水混合装置の湯水混合制御を行うため、設置されたそれぞれの家屋において
出湯温度の変動が少ない安定した湯水をシャワーあるいは蛇口に供給することができる。
【００１１】
　つまり、風呂流量センサで検出した前回の風呂湯はり流量を学習値として制御部で記憶
し、あらかじめ設定した、シャワーあるいは蛇口等からの出湯温度変動に影響を及ぼす風
呂湯はり流量のしきい値と学習値の大小を判定して、シャワーあるいは蛇口等から出湯中
に風呂湯はりを行った場合に、学習値がしきい値以下であれば、給湯湯水混合装置は通常
の湯水混合制御を行い、学習値がしきい値以上であれば、給湯湯水混合装置は風呂湯はり
流量大設定の湯水混合制御を行う。このように学習値に応じて給湯湯水混合装置の湯水混
合制御を行う構成としたことから、出湯温度の変動が少ない安定した湯水をシャワーある
いは蛇口に供給することができる。
【００１２】
　また、浴槽への湯張り流量の学習値は、前記給湯端末から湯を出湯せずに、前記浴槽へ
の湯張りを単独で運転しているときの使用実績から算出することにより、風呂湯はり流量
の学習値は、風呂単独使用時、つまり、風呂流量センサが作動し、出湯流量センサが不作
動の状態での風呂湯はりの使用実績から算出することで、安定した風呂湯はり流量を検出
でき、しきい値と学習値の判定が正確に行え、出湯温度の変動が少ない安定した湯水をシ
ャワーあるいは蛇口に供給することができる。
【００１３】
　また、浴槽への湯張り流量の学習値が、予め設定した前記給湯端末から出湯される出湯
温度に影響を及ぼす所定値以上の時に、前記給湯端末から湯を出湯中に前記浴槽への湯張
りを開始すると、前記給湯湯水混合装置の開度比を水側に所定角度だけ開くことを特徴と
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するものである。
【００１４】
　風呂湯はり流量の学習値が所定のしきい値以上の場合、例えば、風呂の湯はり流量が１
７（Ｌ／ｍｉｎ）以上の場合には、給湯湯水混合装置の風呂湯はり流量大設定の湯水混合
制御として、シャワーあるいは蛇口等から出湯中に風呂湯はりを開始すると、給湯湯水混
合装置の開度比を水側に所定角度だけ開くことにより、水量を増大して出湯温度の上昇を
防止し、出湯温度の変動が少ない安定した湯水をシャワーあるいは蛇口に供給することが
できる。
【００１５】
　第２の発明の貯湯式給湯機は、特に第１の発明において、浴槽への湯張り流量の学習値
は、直近の複数回の浴槽への湯張り実績の平均値であるとともに、浴槽への湯張り前に更
新することを特徴とするものである。
【００１６】
　風呂湯はり流量の学習値は、シャワーあるいは蛇口等から出湯中に風呂湯はりを開始す
る前、直近の風呂湯はり使用実績から複数回の平均値を風呂湯はり毎に更新して算出する
ことにより、給水管へ流入する水道水圧力の動圧が変動し、動圧が不安定な地域でも、直
近の平均した風呂湯はり流量を新しく書き換えて学習値とすることで、より信頼度の高い
学習値としきい値との判定が可能となり、出湯温度の変動が少ない安定した湯水をシャワ
ーあるいは蛇口に供給することができる。
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００１８】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態における貯湯式温水器の図を示すものである。図１におい
て、貯湯式温水器は、熱源ユニット４と貯湯ユニット１７とから構成されている。熱源ユ
ニット４は、循環冷媒を圧縮して高温を得る圧縮機などの熱源部２と、熱交換部３を接続
した回路からなり、その回路内には例えば二酸化炭素冷媒が循環している。
【００１９】
　筐体で覆われた貯湯ユニット１７内部には、貯湯タンク１と貯湯タンク１の下部から水
道水を供給する給水管５と、貯湯タンク１の下部から熱交換部３へ水を送水する循環ポン
プ６と、貯湯タンク１の上部へ加熱された湯水を供給する循環水路７とを備えている。そ
して給湯回路は、貯湯タンク１上部から湯水を取出す第１の出湯管１２Ａと、貯湯タンク
１からの湯水と第１の給水管５からの水を混合し、所定温度の湯水をシャワー９あるいは
蛇口８へ供給する給湯湯水混合装置１０とシャワー９あるいは蛇口８の出湯量を検出する
出湯流量センサ２１を備え、さらに風呂回路は、貯湯タンク１上部から湯水を取出す第２
の出湯管１２Ｂと、貯湯タンク１からの湯水と給水管５からの水を混合し、所定温度の湯
水を風呂１４へ供給する浴槽湯水混合装置１１と、風呂湯はりの入り切りを行う注湯弁２
０と、風呂湯はりの流量を検出する風呂流量センサ１９を備えている。
【００２０】
　また、給湯湯水混合装置１０には第１の出湯管１２Ａと、第１の給水管５から分岐され
た第２の給水管５１が接続されており、浴槽湯水混合装置１１には第２の出湯管１２Ｂと
、第１の給水管５から分岐された第３の給水管５２が接続されている。
【００２１】
　以上のように構成された貯湯式温水器について、以下その動作、作用を説明する。
【００２２】
　まず、貯湯タンク１へ湯を供給する沸き上げ運転動作を説明する。操作部１６で沸き上
げ運転を開始すると、熱源ユニット４内のヒートポンプシステムで構成された熱源部２は
、冷媒温度を上げながら冷媒を熱交換部３へ供給する。一方、循環水路７内では、循環ポ
ンプ６が駆動し、貯湯タンク１下部の水が熱交換部３へ流入し、ここで冷媒から水へ熱交
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換が行われ、水が温水となって貯湯タンク１へと供給される。
【００２３】
　次にシャワー９あるいは蛇口８の出湯及び風呂湯はり運転動作を説明する。操作部１６
で出湯温度を設定し、シャワー９あるいは蛇口８の出湯を開始すると、出湯流量センサ２
１が出湯流量を検出し、給湯湯水混合装置１０は制御部１８からの弁開度制御に基づき、
貯湯タンク１からの湯水と給水管５からの水を所定温度の湯水に混合し、シャワー９ある
いは蛇口８へ供給する。また、操作部１６で風呂温度を設定し、風呂湯はりを開始すると
、注湯弁２０が開いて風呂流量センサ１９が風呂湯はり流量を検出し、浴槽湯水混合装置
１１は制御部１８からの弁開度制御に基づき、貯湯タンク１からの湯水と給水管５からの
水を所定温度の湯水に混合し、風呂１４へ供給する。
【００２４】
　次にシャワー９あるいは蛇口８等から出湯中に風呂湯はりを行った場合について説明す
る。シャワー９あるいは蛇口８等から出湯を開始すると、給湯湯水混合装置１０は、貯湯
タンク１からの湯水と給水管５からの水を所定温度の湯水に混合するが、出湯中に風呂湯
はり運転を開始すると、風呂湯はり流量＞シャワーあるいは蛇口の出湯流量の関係から、
給水管５内の水の供給量は、浴槽湯水混合装置１１＞給湯湯水混合装置１０の関係となり
、瞬間的に給湯湯水混合装置１０内の水量が減少し、シャワーあるいは蛇口等からの出湯
温度が上昇する。貯湯ユニット１７と台所側にある蛇口８までの配管長に比べ貯湯ユニッ
ト１７と風呂１４との配管長：Ｌが短く設置されるほど、台所側に比べ相対的に風呂側の
配管抵抗が減少するため、風呂の湯はり流量は、蛇口の出湯流量よりもさらに増大して、
前記出湯温度の上昇は、より顕著となる。
【００２５】
　このように、設置される家屋によって貯湯ユニットと風呂との配管長は様々であること
から、設置家屋毎に湯温変動の少ない最適な湯水混合制御が望まれる。そこで風呂流量セ
ンサ１９で検出した前回の風呂湯はり流量を学習値として制御部１８で記憶し、あらかじ
め設定した、シャワーあるいは蛇口等からの出湯温度変動に影響を及ぼす風呂湯はり流量
のしきい値と学習値の大小を判定して、シャワー９あるいは蛇口８等から出湯中に風呂湯
はりを行った場合に、学習値がしきい値以下であれば、給湯湯水混合装置１０は通常の湯
水混合制御を行い、学習値がしきい値以上であれば、給湯湯水混合装置１０は風呂湯はり
流量大設定の湯水混合制御を行う。このように学習値に応じて給湯湯水混合装置１０の湯
水混合制御を行う構成としたことから、出湯温度の変動が少ない安定した湯水をシャワー
あるいは蛇口に供給することができる。
【００２６】
　また、シャワーあるいは蛇口と風呂の同時使用の場合には、それぞれの流量は干渉しあ
い風呂湯はり流量も安定しないため、風呂湯はり流量の学習値は、風呂単独使用時、つま
り、風呂流量センサ１９が作動し、出湯流量センサ２１が不作動の状態での風呂湯はりの
使用実績から算出することにより、安定した風呂湯はり流量を検出でき、しきい値と学習
値の判定が正確に行え、出湯温度の変動が少ない安定した湯水をシャワーあるいは蛇口に
供給することができる。
【００２７】
　そして、風呂湯はり流量の学習値が所定のしきい値以上の場合、例えば、風呂の湯はり
流量が１７（Ｌ／ｍｉｎ）以上の場合には、給湯湯水混合装置１０の風呂湯はり流量大設
定の湯水混合制御として、シャワー９あるいは蛇口８等から出湯中に風呂湯はりを開始す
ると、給湯湯水混合装置１０の開度比を水側に所定角度だけ開くことにより、水量を増大
して出湯温度の上昇を防止し、出湯温度の変動が少ない安定した湯水をシャワーあるいは
蛇口に供給することができる。
【００２８】
　さらに、風呂湯はり流量の学習値は、シャワーあるいは蛇口等から出湯中に風呂湯はり
を開始する前、直近の風呂湯はり使用実績から複数回の平均値を風呂湯はり毎に更新して
算出することにより、給水管へ流入する水道水圧力の動圧が変動し、動圧が不安定な地域
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でも、直近の平均した風呂湯はり流量を新しく書き換えて学習値とすることで、より信頼
度の高い学習値としきい値との判定が可能となり、出湯温度の変動が少ない安定した湯水
をシャワーあるいは蛇口に供給することができる。
【産業上の利用可能性】
【００２９】
　以上のように、本発明に係る貯湯式給湯機は、電気温水器やヒートポンプ式給湯機のよ
うに貯湯タンクを有する給湯機であれば適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の実施の形態における貯湯式温水器の図
【符号の説明】
【００３１】
　１　貯湯タンク
　２　熱源部
　３　熱交換部
　４　熱源ユニット
　５　給水管
　８　蛇口
　９　シャワー
　１０　給湯湯水混合装置
　１１　浴槽湯水混合装置
　１２Ａ　出湯管
　１２Ｂ　出湯管
　１４　風呂
　１８　制御部
　１９　風呂流量センサ
　２０　注湯弁
　２１　出湯流量センサ
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